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研究成果の概要（和文）：循環器疾患を持つダウン症者(DS)において、罹患率の高い睡眠呼吸障害(SDB)に着目
し、看護サイドでも実施可能な心イベント発症予防のための基礎的情報の確立に重点を置き、研究を遂行した。
本研究は、DSにおける循環器疾患増悪予防の第一段階として、慢性心不全患者(HF)において、心イベントの発生
に寄与する血管内皮機能とSDBとの関連について検討した。結果、SDBによって引き起こされた低酸素血症の蓄積
が血管内皮機能障害に関連していた。夜間も密接にベッドサイドにいる看護師による、睡眠中の低酸素血症に着
目した評価は、HFや循環器疾患を持つDSにおいて、循環器疾患増悪予防に寄与できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted as the first study for management of patients with 
down syndrome and cardiovascular diseases to prevent cardiac events, and investigated the 
relationship between arterial endothelial function and sleep disordered breathing in patients with 
chronic heart failure. This study showed that the endothelial function related to accumulated 
hypoxia in the patients with chronic heart failure. The assessment, focus on hypoxia during sleep, 
by registered nurse might have a pivotal role for prevention of cardiac events not only in patients 
with chronic heart failure but also in patients with down syndrome and cardiovascular diseases.

研究分野： 睡眠医学・循環器内科学・看護学
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１．研究開始当初の背景 
ダウン症者の半数が、先天性心疾患心疾患

を合併しており、先天性心疾患（特にファロ
ー四徴症）を合併しているダウン症者は、睡
眠呼吸障害を引き起こしている確率が高い
ことが示唆されている。[1]  
睡眠呼吸障害を合併している患者は、夜間

幾度もなく覚醒をするため、日中の過度の眠
気、認知機能低下や学習能力の低下など多く
の悪影響を受けている。また、循環器疾患を
合併している患者においては、睡眠呼吸障害
による、交感神経系の過度の亢進や静脈還流
量増大に伴う心負荷の増大などによって、心
血管イベントをより引き起こしやすくなる
ことが知られている。[2, 3]  
しかし、現在、循環器疾患を合併したダウ

ン症者おける睡眠呼吸障害への看護ケアの
意義は確立されていない。また、ダウン症者
が循環器疾患の増悪で入院し、睡眠呼吸障害
を合併していたとしても気づかれていない
場合が多い。その原因として、このような循
環器疾患患者は、睡眠呼吸障害の発見のきっ
かけとなる日中の過度の眠気を伴わないこ
とが多いなど睡眠呼吸障害に関する訴えが
少ない。さらに、睡眠呼吸障害の典型例であ
る肥満がなくともダウン症者の睡眠呼吸障
害合併率が多いことが挙げられる。看護師は
夜間も密接に患者に接していることから睡
眠呼吸障害の早期発見や管理に大きく貢献
できると考えられる。しかし、循環器疾患を
合併しているダウン症者において、看護師に
よる睡眠呼吸障害の早期発見のための有効
な評価法は確立していない。 
一方、血管内皮機能は、心血管イベントの

発生に関連しており、睡眠呼吸障害に伴う炎
症性物質や酸化ストレスを増加により、障害
されることが知られている。[4-7] 
 
２．研究の目的 
本研究は、ダウン症者における看護師によ

る積極的な循環器疾患増悪予防法の確立を
目指す。その第一段階として、慢性心不全患
者において、心イベントの発生に寄与する血
管内皮機能と睡眠呼吸障害との関連につい
て検討することを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、23名の慢性心不全を合併してい

ない睡眠呼吸障害患者と 30 名の慢性心不全
患者を対象とした。 
全対象者に、睡眠呼吸障害の重症度を評価

できる終夜睡眠ポリグラフィー（PSG）と血
管内皮機能を評価できる血流依存性血管拡
張検査を施行した。また、睡眠呼吸障害の重
症度の評価として従来用いられている無呼
吸低呼吸指数(1 時間当たりの無呼吸低呼吸
の回数; AHI)、酸素低下指数(1 時間当たりの
3%以上酸素飽和度が下がった回数; 3%ODI)と
最低酸素飽和度(計測中の酸素飽和度の最低
値; Minimum SpO2)を算出した。睡眠中の低

酸 素 血 症 の 蓄 積 の 指 標 と し て 、 Time 
Desaturation Summation Index (TDS)を新し
く考案した(式: TDS=[100%-平均血中酸素飽
和度]X 実睡眠時間)。 
統計解析には、2 群の差を検討するために

Kolmogorov-Smirnov 検定をした後、T検定・
Mann–Whitney U 検定もしくはχ2検定を行っ
た。また、相関を検討するため、Pearson の
積率相関係数もしくは Spearman の順位相関
係数を算出した。さらに、単回帰分析にて p
値 0.01 未満の変数を変数として多変量解析
を行った。また、回帰直線の傾きの差を検証
するために、mixed effects regression model
を用いた。すべての統計解析は、両側検定に
て p<0.05 を有意とした。 
 
４．研究成果 
 慢性心不全患者の左室駆出率は、27.7±
10.2%でニューヨーク心臓協会心機能分類は、
ⅡからⅢだった。また、最も多い基礎心疾患
は、拡張型心筋症だった。 
睡眠呼吸障害の重症度は、心不全を合併し

ていない睡眠呼吸障害患者が有意に高かっ
た(AHI: 42.2±24.1 vs 17.7±15.1 回/時, 
p<0.001; 3%ODI: 33.1 ± 20.1 /hour, 
p<0.001; TDS: 39.1 ± 11,0 vs. 47.5 ±
16.6 %*hour, p<0.05)。しかし、血流依存性
血管拡張反応は、両群間に差はなかった(4.3
±2.6 vs. 5.2±2.7%)。 
慢性心不全患者において、喫煙歴・収縮期

血圧・TDS が有意に血流依存性血管拡張反応
と多変量解析にて補正を行った後において
も、有意に関連していた(喫煙歴: β=-0.31, 
p<0.05; 収縮期血圧: β=-0.54, p<0.05; 
TDS: β=-0.66, p<0.01)。一方、心不全を合
併していない睡眠呼吸障害患者においては、
TDS のみ多変量解析にて補正した後において
も有意に血流依存性血管拡張反応と関連し
ていた(β=-0.42, p<0.01)。 
また、慢性心不全患者と心不全を合併して

いない睡眠呼吸障害患者との間において、
TDS と血流依存性血管拡張反応との回帰直線
の傾きの有意差は無かった。 
 
本研究の結果は、これまで一般的に睡眠呼

吸障害の重症度の評価に用いられてきた、無
呼吸・低呼吸の回数ではなく、睡眠中におけ
る酸素化の状態が、心血管イベントに関連す
る血管内皮機能障害と関連することを示唆
する。この評価は、ベッドサイドにいる看護
師でも容易に可能であり、看護師サイドによ
る積極的な循環器疾患増悪予防策となりう
る。 
 
本研究の成果は、循環器看護領域において

世界的にも未開拓な循環器疾患を合併した
ダウン症者への看護ケアを構築し、示唆を得
られるものである。本研究により、夜間に密
接に患者に関わる看護師のケアの重要性が
明らかになり、看護師による夜間の患者の睡



眠状態の評価が、生活の質や安楽の低下を招
く心血管イベントの発生予防に大きく寄与
できる可能性が示めされた。 
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